





















































































































































































































































































































貸出先数 貸出金残高 構成比 貸出先数 貸出金残高 構成比
製造業 598 26,232 8.31 579 28,144 8.81
農　業 232 2,161 0.68 230 2,306 0.72
林　業 9 36 0.01 12 52 0.02
漁　業 250 15,982 5.06 233 13,330 4.17
鉱　業 23 3,085 0.97 22 2,855 0.89
建設業 1,502 42,182 13.37 1,437 39,703 12.43
電気・ガス・熱供給・水道業 5 152 0.04 4 137 0.04
情報通信業 23 1,068 0.33 23 954 0.30
運輸業 184 12,330 3.90 194 13,173 4.12
卸売業，小売業 1,630 33,818 10.72 1,591 35,165 11.01
金融・保険業 53 4,502 1.42 48 4,028 1.26
不動産業 245 20,577 6.52 256 20,343 6.37
各種サービス業 2,024 66,372 21.04 1,984 70,182 21.97
小　計 6,778 228,503 72.45 6,613 230,378 72.11
地方公共団体 22 3,412 1.08 20 4,979 1.56
個			人 31,813 83,474 26.46 31,322 84,136 26.33



















貸出先数 貸出金残高 構成比 貸出先数 貸出金残高 構成比
製造業 151 2,634 5.89 137 2,483 5.79
農　業 247 392 0.87 227 387 0.90
林　業 1 0 0.00 2 0 0.00
漁　業・水産養殖業 19 11 0.02 14 10 0.02
鉱　業 6 292 0.65 6 351 0.81
建設業 322 5,872 13.14 293 5,457 12.72
電気・ガス・水道供給業 7 70 0.15 7 65 0.15
運輸・通信業 36 1,060 2.37 33 941 2.19
卸売・小売業 455 6,212 13.90 405 5,817 13.56
金融・保険業 8 156 0.34 7 144 0.33
不動産業 23 1,652 3.69 26 2,548 5.94
サービス業 452 6,225 13.93 427 6,174 14.40
地方公共団体 7 6,766 15.14 6 4,503 10.50
個　人 6,540 13,324 29.82 6,620 13,985 32.61
























区 分 平成19年度末 平成20年度末
個 人 14,087 58,892
法 人 	 1,599 	 4,376
合 計 15,686 63,268
出所：鹿児島興業信用組合「2009ディスクロージャー誌」より。
2） 奄美信用組合
奄美信用組合は，奄美群島を営業地区とし，中小企業や零細企業，個人から構成される組合員の相互扶
助を理念に揚げ，長期的かつ継続的な取引のもとに地元に根ざした金融機関として運営されている協同組
合組織金融機関である9。
平成21年3月末現在，組合員数は31,437人，出資金８億200万円，預金積金額617億3000万円，貸出金429
億3,800万円である。
3. 地域活性化の提言
地域活性化のために，金融面からの対応策としては，特に地域金融機関がリレーションシップバンキン
グ（Relationship	Banking）の手法を重視すべきである。そして，その地域の特性や性格などをよく把握
することや収益（利益）を優先する考えから少しはなれることが必要となる。
そして，また，地域活性化を考えるときに何を先に考えるべきなのか。日本では，バブル崩壊後の1990
年代以降「失われた10年」を経て，アメリカ発の金融危機の影響で，需要の落ち込みや投資などの低迷で
なかなか地方地域の経済は回復されていないのが現状である。
この時期こそ，地方地域の固有の色を強調し，地域ならでの方策を打ち出すべきではないかと思われる。
その際，強調されるのが，中小零細企業の立ち直りであると信じるのである。そのためには，まず，地域
のニーズを考え，率先して人間対人間の助け合いに力を入れるべきではないかと思われる。また，その際
に地域と地域，人と人の繋がりを通じて（ネットワーク）さまざまな難問を解いていくべきであると思う。
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